　「Chronicles of Nchuleft」訳本

　「Nchuleft年代記」

　著者：不明

　[これは、Dwemerの自由土地保有のNchuleft植民地に起こった、歴史的に重要である事件を記した年代記である。Altmer語で書かれていることから、恐らく、あるAltmerによって本文は記録されたものだろう。]

　２３．Ihlendam公の死

　２次入植（Ｐ．Ｄ．２０００）に際して、西部の高地での道すがら、Ihlendam公はNchuleftを訪れた。そして、そこで守護者のAnchardと将軍のRkungthunchが彼と出会って、そこにDalen-Zanchuもまた集ってきた。独りでに、彼らの長話が始まった。しかし、一行が互いに友人となる運命であったことだけは、その彼らの職業柄、周知のことであった。彼らは別れると、それぞれ自分の植民地の自宅へと戻っていった。
　この会合のことを耳に挟んだBluthanchと彼女の息子たちは、この秘密の集まりが議会に対する謀反を陰謀するものであると考えた。そして、彼らは、しばしば、このことについて身内で言葉を交わしていた。春が訪れて、何時ものように、Bamz-Amschend会館に於いて、議会は議会集会〔Council Meet〕を布告した。それに応じて人々は集うと、我先にと酒に手を伸ばして歌に興じて、たらふく杯を空けて、そして、酒宴の席にて色々なことについて大いに言葉を交わした。そこで、他の話に移っていくにつれて、Dwemer同士を比べたりするところで、遂には議員たち自身について水が向けられるようになった。
　Ihlendam公は同僚の議員たちに比べて全ての点に於いて遥かに勝っている、そのように言う者が在った。たいそう、この議員に腹を立てていたBluthanchは、どの点を取っても自分はIhlendam公に劣っておらず、それを証明したいものだと言った。すぐさま２人とも大いに激昂してしまって、決闘を試みるために自分の獲物を持ってこようと駆けていった。しかし、あまり酒の入っていない分別ある住民たちが、２人の間に立って彼らを宥めた。そこで、それぞれ自分の植民地へと戻っていったけれど、その２人の再会が和やかなものになるだろうということは、誰も期待していなかった。
　しかし、それから時は経って、その秋、Ihlendam公は、Hendor-Stardumzでの会合に彼を招待する、Bluthanch議員からの手紙を受け取った。そこで、Ihlendamの親族と住民たちは誰しも謀反を恐れて、その招待に応じないように厳しく説得を試みたけれど、その助言ばかりか、側近の衛兵を連れていくことさえも、Ihlendam公は頑として聞き入れようとはしなかった。そして、悲しむべきことに、Hendor-Stardumzへの途上、Chinzinch道にて、魔物の群れの襲撃によってIhlendam公と一行の誰もが命を落としてしまった。Bluthanchと彼女の息子たちが、その野獣を召喚してIhlendam公を襲わせたのだ、そのように後になって多数の住民は話したものであるが、しかし、何ひとつとして証明されることは無かった。Ihlendam公は、Leftunchと呼ばれる場所に葬られて横たわっている。
